
 

 

割合を見ると、40.4％を「精

神および行動の障害」が占め

ています。 

なお、平均支給期間も「精

神および行動の障害」が「220

日」と最も長くなっていま

す。 

近年、精神疾患により休職

する労働者の増加が懸念さ

れていますが、医療保険財政

においても、保険料負担増に

つながりかねない問題とな

っています。 

◆不正請求の手口と見直し

の内容 

傷病手当金・出産手当金の

不正請求で多いのは、報酬を

水増しして申請するケース

や、雇用実態のない者からの

請求です。 

そのため、報酬の水増しに

対しては、休職直前の月の報

酬を算定の基礎とする現行

の方法から、直近 1年分を見

る方法へと変更する案が出

ています。 

また、雇用実態のない者か

らの請求に対しては、被保険

者期間1年未満の者の算定の

基礎を見直す案が出ていま

す。 

海外療養費については、渡航

事実がないにもかかわらず

請求するケースが見受けら

れ、対策として、支給申請時

にパスポートの写し等を添

付させる案が出ています。 

知っていますか？「夜

勤・交代勤務」のリスク

と軽減策 

◆４人に１人が従事 

夜勤・交代勤務を行う職種

は多岐にわたるものであり、

現代社会の生活の基盤を支

えるものともなっています。 

現在、日本では、労働者の

25％以上が夜勤や交代勤務

での労働に従事しています。

ちょっとびっくりする数字

ではないでしょうか。 

しかし、これだけ多くの人

が夜勤や交代勤務を行って

いるにもかかわらず、夜勤・

交代勤務に伴うリスクはあ

まり知られておらず、また、

リスクを軽減するための教

育・研修等の実施にもあまり

注意を払われていないのが

現状です。 

◆夜勤・交代勤務に伴うリス

ク 

夜勤・交代勤務でまず注意

したいのが「健康」に関する

問題です。 

多くの場合、“変な”時間

に眠ることから、“良質な睡

眠”がとれないことが多く、

睡眠の支障が様々な健康問

題につながります。 

心筋梗塞や脳卒中、糖尿病

になるリスクが高まること

が指摘されているほか、近年

では、夜間勤務に最低６カ月

間従事した男性とがん発症の

関連について、前立腺がんで

2.77倍、非ホジキンリンパ腫

で 2.31倍、すい臓がんで 2.27

倍など、がんリスクが高まる

とする研究結果も発表されて

います。 

また、「仕事の安全」につい

ての調査では、日勤で起こる

事故の確率に対して、夕勤で

はそれが 20％増加し、夜勤で

は 30％増加するとされてい

ます。 

さらに、家族と生活時間が

ずれるためにコミュニケーシ

ョン不足の問題が発生した

り、友人や地域との交流に参

加する機会も減りがちになっ

たりすることも指摘されてい

ます。 

◆今後考えたい研修 

多くの企業では、労働者が

きちんと仕事をこなせるよ

う、多様な研修を行っていま

す。 

安全衛生に関する労働者の関

心も高まっている昨今、今後

は、夜勤や交代勤務をする人

については、「睡眠の質の高

め方」や「リスクを低減する

方法」についての研修を実施

することも、業務を行ううえ

で必要な知識を提供するため

の方策として求められるよう

になってくるかもしれませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

請を行う。 

（２）重点監督の実施  

若者の「使い捨て」が疑わ

れる企業や長時間の過重な

労働による過労死などに関

して労災請求が行われた事

業場などへ監督指導を行う。 

（３）電話相談の実施  

11月 1日に「過重労働解消

相談ダイヤル」（無料）を全

国一斉に実施し、都道府県労

働局の担当官が相談に対応

する。 

（４）企業における自主的な

過重労働防止対策の推進  

企業の労務担当責任者な

どを対象に、全国８カ所（北

海道、宮城、東京、愛知、大

阪、広島、香川、福岡）で計

10回、「過重労働解消のため

のセミナー」（委託事業）を

実施する。  

◆リーフレットのダウンロ

ードなお、厚生労働省のホー

ムページ

（http://www.mhlw.go.jp/stf

/houdou/0000060042.html）

では、キャンペーンに関連し

たリーフレットをダウンロ

ードすることができます。 

 

健康保険の手当金不正請

求防止のため、算定方法

見直しへ 

◆見直しの対象となる給付

は？ 

現在、厚生労働省で健康保

険の海外療養費・傷病手当

金・出産手当金の見直しにつ

いて議論されています。 

問題となっているのは「不

正請求」です。 

昨年 5月 31日施行の改正

健康保険法で、協会けんぽに

事業主への立入調査権が認

められましたが、不正請求が

疑われるケースが依然とし

て多いことから、防止策を講

じるため、来年の通常国会に

改正案が提出される見通し

です。 

◆調査結果に見る傷病手当

金受給者の状況 

今年7月7日付で協会けん

ぽが公表した調査結果「全国

健康保険協会（協会けんぽ）

傷病手手金受給者の状況に

ついて」によれば、2013 年

は「精神および行動の障害」

が受給原因の 25.7％を占め、

1998 年と比較して 5 倍以上

増加しています。 

支給回数では「1 回」が

32％で最も多い一方、「11

回以上」が 15％で 2 番目に

多くなっています。11 回以

上申請する人の傷病別構成

厚労省が「過重労働解消

キャンペーン」を実施 

◆今年 11月に実施 

厚生労働省では、9月 30

日に設置した「長時間労働削

減推進本部」の決定を踏ま

え、11月に「過重労働解消キ

ャンペーン」を実施すると発

表しました。 

近年、長時間労働に伴う残

業代の未払いや従業員の健

康問題が労使トラブルの主

要な原因の1つとなっていま

すが、キャンペーン実施によ

る長時間労働の削減と労使

トラブルの減少が期待され

ます。 

◆キャンペーンの内容 

6月に閣議決定された「日

本再興戦略改訂 2014」に「働

き過ぎ防止の取組強化」が盛

り込まれ、同月に「過労死等

防止対策推進法」が成立する

など、長時間労働対策の強化

が重要課題となっています。 

そこで、同キャンペーンで

は、主に以下の取組みが予定

されています。 

（１）労使の主体的な取組み

の促進  

キャンペーンの実施に先

立ち、使用者団体や労働組合

に対し、厚生労働大臣、副大

臣、大臣政務官による協力要
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